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1930 年代、南洋庁が置かれ、南洋群島の中心であったコロール島では、日本人が急増した。昭和 14 年（1939
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ある。統治した地域の広がりは東西約 5 千キロメートル、島数は 1,500 以上あり、総面積は沖縄県あ
るいは東京都とほぼ同じである。その統治機関として、南洋庁は本庁をパラオ諸島のコロールに置き、
サイパン、パラオ、ヤップ、トラック、ポナペ、ヤルートの 6支庁区に分けた（１）。 
















久功がパラオからサタワル島へ渡った半年後の昭和 7 年（1932）4 月、日本人 1,946 人、島民 614 人
だったのが、久功がパラオへ戻った昭和 14 年（1939）4 月には、日本人 8,032 人、島民 1,070 人に
膨れ上がっていた（『南洋群島現勢』）。まさに、コロールは、ほとんど日本人の都市と化していた。




































１． 土地問題の事例              
個別の事例をみる前に、当時のコロールの土地制度の概略を記したい。 
南洋庁は、1923 年から 1932 年まで土地調査を継続事業として施行し、官有地と民有地の境界、地
籍を確定した。さらに、1933 年からは島民有地の細部調査を進め、国有地以外の土地を島民有地と
非島民有地に分けて、前者を保護した。 
この時の土地登録を「臨時土地調査事業」と称した。この事業は 1923 年 12 月に始まり、1927 年
にパラオ内のコロール、マラカル、アラカベサン、バベルダオブ島を調査し、1933 年に島民地の所
有者と境界を査定した。この調査の結果、私有地の土地登記が完備し、厳然と官有地から区別された。




 まず、本願寺の土地問題を取り上げる。「ノート」6 の 48～53 頁には、次のように記されている。 
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  上図ニ於テ Ubai ノ地ヲ 本願寺僧 岡田ガ借用シテ本願寺ヲ営ンデ居ル。本願寺ハ地所ヲ拡張シ
度クテ Ubai ニ計ッタ処ガ Ubai ハ Isikawa ト仝族関係ニアルノデ Isikawa ノ地所ヲ a 線迄貸サ
ウトシタ。 
  所ガ今一人 Lūklai ナル者ガ居テ、是レガ亦仝族ナノデ Isikawa ニ不断デ b 線迄ヲ岡田ニ貸シ与
ヘタ。其処デ Ubai ト Lūklai トハ暫クゴテゴテシテ居タコトガアッタ。Isikawa ハ Lūklai ガ無断
デ彼ノ土地ヲ岡田ニ貸シタ事ヲ知ッタガ、仝族ノ事デハアリ 其ノ儘 Lūklai ノナシタ事ヲ認メタ。 











信□ジナカッタガ 河合ガシツコク云フノデ、c 線迄八百坪ダケヲ譲ルガ坪 2円貰ヒタイ旨ヲ答ヘル




  Isikawa ハ 1月迄待ッタガ 何ノ話モナイノデ河合ノ所ニ行クト 又 200 円ダケクレテ、残リハ待
ッテクレト云ッタ。一ヶ月程シテ Isikawa ガ又河□合ノ所ニ行クト 又 200 円ダケクレタ。ソレカ
ラ又一ヶ月位シテ行クト今度ハ 50 円ダケクレタ。Isikawa ハイツ迄モ ラチガアカナイノデ 河合
ニ掛合ッテ残リノ金ハ現金デナクテヨイカラ 「オートバイ」ヲ一台買ッテクレト申入レタ。スル

































デ支庁ニ行クト 常吉サンガ居タ。相変ラズ判ヲ持ッテ来イト強イタガ Isikawa ハキカナカッタノ
デ、常吉サンハ「コップ」ヲ取リ上ゲタガ、遉ニ Isikawa ニハ投ゲツケズ、人ノ居ナイ所ニ ソレ
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掴ンデ Boisek ヲナグッタ。Boisek ハ恐レテ判
ヲ取リニ帰ッテ、持ッテ来タ。Isikawa ハ見ヨウトモシナカッタガ、Boisek ハ書類ニ其ノ判ヲ押
サセラレタ。誰カ知ラナイガ コノ事ヲ新聞ニ出シタ。二十六日ト云フ日ヲ記憶シテ居ル。此ノ記
事ハ岡田ノヤリクチヲ攻撃シタヨウナモノダッタノデ 岡田ガ Isikawa ノ所ニ来テ非常ニ怒ッタ。
朝 Isikawa ガ教会ニ行ッテ居タラ 又一人ノ巡警ガ来テ 彼ヲ支庁ニツレテ行ッタ。森支庁長ハ永ク
留守デアッタガ 前述ノ夜中ニ判ヲ取ラレタ後 間モナク帰ッテ来ラレタノデアッタ。 
  森支庁長ダッタカ 係長ダッタカ確リ記憶シナイガ□新聞ノ記事ニ就イテ調ベラレ、ソシテ別段
ノ事モナクテ帰サレタガ、Isikawa ハ「イヅチセンセイ」ノ所ニ行ッテ 事ノナリ来リヲ話シテ配
慮ヲ乞ウタ。ソコデ「イヅチセンセイ」ハ支庁ニ行カレタラシク、支庁長ト二人デ土地ヲ見ニ来ラ








  河合カラ貰ッタ六百五十円ノ金ハ鶴ノ屋ノ「オーウチ」ノモノデアッタ。 
岡田ハ退島ニナッタ。 





記』、昭和 14 年（1939）9 月 8日の項（Ⅴ、100 頁）にも記されている。 
 








ケヲ知リ得タノデ、雨ヲ止マセテ出カケ、Maria ニ逢ッタノデ、其ママ一緒ニ Ingeyaol ニ行ク。
RūbasahモNgardokoモ居タノデ、バナナヲ食ベナガラ暫ク話ヲキキ、出テ今度ハMilongニ行ク。
Isikawasang ハ bai ニ行ッテ留守ダッタノデ、Diratehekï ニ呼ビニヤル。本願寺問題ヲ詳細ニキ
210
1930 年代コロール（パラオ）における「土地問題」 
































⑥ すると河合は、「来年の 8 月には、島民は全員コロールからパラオ本島（ダベルダオブ島）に移
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住させられることになっているのだから、今のうちに土地を売るのが得策だ」と言った。 
⑦ イシカワは、河合の言うことを必ずしも信じなかったが、河合がしつこく言うので、C 線まで 800
坪だけを譲ることにした。坪 2 円貰いたい旨答えると、河合は一旦帰って午後に再び来て、200
円だけイシカワに渡し、残りの 1,400 円は 1月までに必ず払うと約して帰った。 
⑧ イシカワは 1 月まで待ったが、何の話もないので、河合の所に行くと、また 200 円だけ払い、残
りは待ってくれと言った。一ヵ月程してイシカワが又、河合の所に行くと、また 200 円だけ払っ




































































































  Kisaul 所有地中ニ道路ガ敷カレルコトトナリ、支庁ヨリ道路ノ部ヲ寄附セヨ□トノコトニテ 寄
附ス。 
  道路ヨリハミ出シタル斜線ノ部ハ元通リ Kisaul ノモノニテ十七坪アリ。 
「南拓ホテル」ガココニ道路ヲ敷ケリ。然ルニ土地調査ノ「カシワギ」氏ヨリ、此ノ地明カニ台
帳ニ Kisaul ノモノナル故 話ヲツケヨトノ事ナリキ。コレハ南拓ガ買ヒ取リタリト主張セル故ナリ。 
南拓ニ行キテタダスニ、税務課ヨリ坪 5 円ニテ 買ヒタルモノナリト云フ。税務課ニテ扱ヒシ故ハ 
支庁 常吉氏ヨリ、「此ノ地ハ Kisaul ヨリ支庁ニ寄附サレシモノナリ」トノ言アリシ故ナリ。Kisaul 
税務課ニ行キテ、土地調査ノ台帳ニ明カニ Kisaul ノ地トアルモノヲ 何故税務課□ニテ売リシヤ、




  同地東堺線□現在Ｂ線ノ如□シ。然ルニ元ハＡ線ナリシコト明カニテ、自ラ耕シ居タル故 確カ
ナル上、昭和六年迄ハ確カニＡ線ニ柵ガアリシナリ。後柵ヲ結ヒ直ス時ニ無断ニテ Ｂ線ニ移セシ
ナリ。時ニ Erūbadur ト云フ者、「アワノ」氏ノ ボーイ ナリシガ、此ノ柵ノ移動ニ気ヅキ Kisaul
ニ ＡヨリＢニ移セシコトヲ述ベ、役所ニ行キテカケアヘト注意サレタルヲ以テ、□役所ニ行キシ
モ 何カ恐ロシクテ云ヒ出サズニ引返セリト。コハ大シタ土地ニ非ザレドモ、此ノ時ニ是レヨリ南
方ノ Ngerpkoi ニ属スル大ナル土地ハ 全部何ノ断リモナク 只取ラレタル由ニテ 其後何度カケア
ヒテモ 只々買ヒ取リタルモノナリトテ 受ツケズ。 



































もう一つの問題である。現在キサウルの所有地の東境界線は B 線になっている。しかし、元は A
線であったことは明らかで、キサウルは自分でこの土地を耕しているので確かであり、その上、昭和










Ⅲ．ケユックルの土地をめぐる問題      




















  AB トモ a Keyukl ノ土地ナリシモ 久冨ガ借リタシト云ヒテ 借リタルモノナリ。其後 久冨ハ B
ノ部□ニ家ヲ建テテ、B ノ部ハ是非買ヒ取リ度シト申出デシカバ 800 円ノ約束ニテ承諾シ、最初ニ
90 円受取リ、後十円 二十円ト 三四回貰ヒシコトアリ。久冨ハ此ノＢ地売買ヲ登録スル故 印鑑ヲ
貸セトテ Keyukl ノ印ヲ持チユキシガ、Keyukl ハ運悪ク其ノ翌日ニ「ヘレン」ニ流サレタリ。帰
リテ見ルニ登録セラレタル図面ニハ A 地ヲ売渡シタルコトニナリ居リ、驚キテ 然ラバ B 地ト交換
スル故、A 地ヲ汝ノモノトシ B 地ヲ返スベシト申入レシモ、久冨ハ B 地ニ対シテハ 800 円ト云フ
金ヲ出シタルモノ故 我ノモノトテ聞カズ。未決ノウ□チニ Keyūkl 九月上旬病気死亡セルニヨリ、
Ngoriyakl ガ相続人トシテ引続キ交渉中。 
Keyukl ハ此ノ他ニモ 実ニ多ク問題ヲオコセリ。其ノ故ハ Keyukl ハ定評アル酒飲ミニシテ酒好
キナルヨリ、人々ガ酒ヲノマセテハ 欺キ約シ 或ハ捺印セシメ、或ハ小使ヲ□貸与シ 貸与シテ後、
急ニ請求シテ返シ得ザルヲ理由トシテハ 土地ノ売買貸借等ヲ約セシメタル故ナリ。  
 
A、B ともに、ケユックルの土地だが、久冨（17）が借りている。その後、久冨は B の部分に家を建
て、B の部分を買取りたいと申し出た。ケユックルは 800 円で売ると約束した。ケユックルは、最初
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たことになっていた。ケユックルは驚いて久冨に、「それならば、B 地と交換しよう。A 地を譲り与








 ケユックルは、昭和 14 年（1939）1 月 31 日のパラオ最後の王イベヅールの葬儀に出席していた。
ケユックルは、イベヅールの一族で、マリユル、ギラケヅの後を受けてイベヅール職に就くことので
きる資格者であった。葬儀の時も、酒気を帯びているらしく、大きな声で何か喋り続けていた（18）。 
 また、『日記』昭和 14 年（1939）1 月 25 日の項（Ⅴ、31 頁）には、「朝ノウチ Kisaūr ト Ibūkūl
ノ先キノ方、Keyūkl ノ家ニ遊ビニ行ク。」と書かれている。 




（1939）4 月 1 日の土曜日夕方、親しい人たちを誘って、小さなエンジン付きの船でコロール波止場
からアウロン島へ行った。その日の『日記』には、次のように書かれている（Ⅴ．45 頁）。 
 




ケル迄……一行ハ松野氏ト野元氏ト大工サント私ト、ソレカラ Kisaūl ト Meheling ト Kirūū ト
Terēked ト、ソレカラ Bilas ノ人ガ□□□□□□□□Ngoliyakl 夫婦ト Abasū ト、モ一人ノ子供。 
 







Ⅳ トゥーリクの土地をめぐる問題            

















  A・B トモ Tulik ノ土地ナリキ。佐藤ハ既ニ パラオ ニ古ク、Tulik トモヨク知合ヘル間ナリシ
ヨリ、Tulik ニハカリ、A、B ノ地ガアキオル故 借リ度シ。但シ自分トシテハ 自分ノ住家ヲ建テ
ルダケナ□レバ AB ニハ広過ギ、金モナキコトナレバ、半分 A ダケヲ借リ度シト。約ナリテ佐藤
ハＡ地ニ家ヲ建テテ住セリ。Tulik 死亡シ、相続人 Ngirtulong ニ名義変更ニ際シ、Ngirtulong ニ
話シ、是レ迄 Tulik トハ昔ナジミナリシコト故 A 地貸借ニ関シテハ 契約登録セザリシガ、名義変
更ノ事アルナラバ 此ノ際 契約登録ヲ済マセタシ、然ル所 B 地ヲモ行ク行クハ借リ度ク思ヒ居リ
シ処ナレバ、此ノ際面倒ヲハブキテ 一緒ニ登録シ度シト云ヒテ、納得セシメ、名義変更ト共ニ A・
B 両地トモ借リタル如ク登録ス。 
  然レドモ Ｂニ対シテハ 地代ヲ全然入レテ居ラズ、A ノ地代サヘ滞リ居ルコトヲ聞キテ、安達ガ
人ニタノマレテ Ngirtulong ニ B 地ヲ借リ度シト申シ入レシテ  佐藤ハ B 地ハ自分ガ既ニ借リタル
モノニテ登録済ミノモノナリトテ貸サシメズ。 
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も知り合いの関係にある。佐藤はトゥーリクに、「A・B の土地が空いているなら借りたい。ただ、自
分の住家を建てるだけなので、AB 両方では広過ぎる。金もないので、半分の A だけ借りたい」と頼
















Ⅴ．断片的な 5つの土地問題と久功の提言   




  金城幸次郎ハ a Ibukul ノ地 6000 坪ヲ耕作地トシテ 数年前些少ノ地代ニテ借リシガ 近頃ニ及
ビ ポツポツ 少シヅツ 少ヅツ 宅地トシテ又貸シシテハ権利金ヲ取リ（坪□□2円）居リ、6000 坪
ニテハ タイシタ儲ナリト人々噂セリ、（未ダタダサズ） 
 
  小島ハ コロール北四丁目（沖本釣道具店ノ反対側）ヲ伊勢氏ヨリ買ヒ、直チニ 2000 円儲ケテ 菊


















   









Ngiraked ニタダスニ、金モ支払ハザル故 Ｂ地ハ Dungang ニ与ヘタリト、鈴木代書扱ノ証書アリ、
500 円払ヒシト。 
  此ノ時ハ Ngiraked ハ行カズ Erakaluuk 代行、久冨、松本三人行キ、久冨、松本ヨリ Erakaluuk
ニ金ヲ渡セルナリト。Ngiraked ハ 200 円受取リシノミナリト、Erakaluuk ハ確カニ 500 円受取リ
シヤ否ヤ。 （未ダタダサズ） 
 
  パラオ寺 新門道路ハ Olekrïl ノ地ニテ 宍戸ニ貸シ与ヘシモ、又貸ヲ固ク禁ジテ貸シタルモノナ














スペイン教会ノ下道路ヲヘダテタル小宅地ハ Mariya ノ地ナリ。以前ニ邦人ニ貸シ 
証書ヲ作リシモ、証書ノ年間キレズトテ 既ニ三人ノ者、一枚ノ証書ヲ譲リ渡シテ相変レリ。 
 















 これら 5つの土地問題を、次のように整理した。 
㋐金城幸次郎は、数年前イブクルの土地 6,000 坪を耕作地として、僅かな地代で借りたが、近頃、少











ガンは 500 円支払った。鈴木代書扱いの証書もある」と言う。 
この時は、ギラケヅは行かないで、エラカルークが代理で、久冨、松本の三人で行き、久冨、松
本よりエラカルークに金を渡した、と。ギラケヅは 200 円受け取っただけである。エラカルークが















る。その時、マルキョクで調査をしていたが、昭和 16 年（1941）9 月 1日の項（Ⅴ、379 頁）に、次
のように記されている。 
 
昨日頼ンデオイタノデ、朝学校ノ興亜奉公日式ノカヘリニ Ngiraked ガ来ル。（中略） 午後ハ
又少シバカリ Ngiraked に質問シ、外出。 
 
翌 2日（同、379 頁）には、「Ngiraked 来ル。午後、渡辺氏 Ngiraked ヲツレテ出テ行ク。」と記さ
れている。3日（同、380 頁）には、 
 
朝カラ Ngiraked 来ル。雨デ出ヤウニモ出ラレズ、Ngiraked ヲツカマヘテ何カカニカ質問スル
クラヰ。 
 
と書かれている。また、翌年昭和 17 年（1942）の 1 月、久功は、中島敦と本島一周の旅で、マル









1 月 20 日、Ⅴ、441 頁）。『日記』昭和 14 年（1939）9 月 17 日の項（Ⅴ、110 頁）には、32 歳と記さ
れている。『日記』には、オルクリールの名は、他に、昭和 14 年（1939）11 月 18 日（Ⅴ、145 頁）、
翌 15 年（1940）1 月 6 日（Ⅴ、162 頁）、同年 3 月 8 日（Ⅴ、190 頁）、４月 28 日（Ⅴ、203 頁）、昭
和 16 年（1941）11 月 18 日（Ⅴ、403 頁）、翌 17 年（1942）2 月 1日（Ⅴ、419 頁）、同年 2月 9日（Ⅴ、
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（10）『南洋庁職員録』（昭和 16 年 10 月 1日現在）に事務官の拓殖部水産課長 常吉春彦の名があるが、この「常
吉」とは別人であろう。 
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（19）河路由佳氏『中島敦「マリヤン」とモデルのマリア・ギボン』（港の人、2014 年 9月）39 頁 
（20）前掲、拙著、288 頁 
（21）註 17 に同じ。 
（22）前掲、「ア・イベヅールの葬儀」、304 頁 
（23）マリヤについては、前掲、河路氏著書を参照されたい。 
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